	北海道医療「12ナースアクション全道総決起集会」　実施要綱

	目的：「看護職員の離職防止と労働条件の改善を求める署名」を通じて、安心・安全な医療提供体制の構築には、看護職員の離職防止と労働条件を改善し、働き続けられる職場作りが必要であることが各単組や署名を頂いた方々に周知されたと思います。今後も就労看護職員200万人体制に向け、国や当局に働きかけていくとともに、同じ課題を持っている介護職員やコメディカル職員、公衆衛生職員についても取り組みを進める必要があります。
しかし、現場においては、看護職員の離職防止と労働条件の改善は、現在進行形の課題であり、待ったなしの状況です。法や体制の整備まで待つことはできません。そのため、それぞれの現場にあった組合活動を展開していく必要があります。
今集会では、「明日からできる！働き続けられる職場作り運動」をテーマに、各地域や現場の現状を知り、明日からできる実践的な運動について共有する集会とします。

	日時：２０１２年７月７日（土）１３：３０～１７：００

場所：小樽市民会館　1号会議室（小樽市花園５－３－１　　℡0134-25-8800）

	１３：００～
	受　付（小樽市民会館　1号会議室）

	１３：３０～１３：５０

１３：５０～１５：２０
※質疑応答含む

１５：２０～１５：３５

１５：３５～１７：００

１７：００
	開会挨拶　　　北海道医療　議長　　　　中　村　武　志
集会提起　　　北海道医療　事務局長　　居　橋　真　人

講演
テーマ：集会テーマにあった内容を依頼中
全済生会労働組合中央執行委員　　　田村　久実子さん
（大阪府済生会野江病院　看護師）
休憩
※分散会のための会場設営
分散会
テーマ「明日からできる！働き続けられる職場作り運動」
終会

	１７：３０
	交流会
場所：（当日お知らせします。）　　　
会費：5,000円（予定）
幹事：居橋


